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解体工事における災害防止について(指示) 

 

 

先日、当社の海外作業所において、既設倉庫の外壁解体作業中に隣接する外壁（高さ

13ｍ、幅 22ｍ、コンクリートブロック造一部 RC 造）が連鎖的に崩落し、建物外部で人

の立入りを監視していた作業員の頭部に、飛散した部材が当たり死亡するという災害が

発生しました。（別紙参照） 

当該建物の解体にあたり入手した図面では、外壁が鉄筋コンクリートによる柱梁に保

持される構造となっていましたが、実際には外壁を保持する鉄筋コンクリートの構造体

は存在せず、屋根を支える鉄骨柱とも結合されていないという特殊な構造でした。 

また、解体専門業者の助言に基づき計画していた小払し中心の解体計画を、現地調達

できる機械を使用した解体計画に変更したものの、社内関係スタッフ等による再検討が

行われていませんでした。 

つきましては、解体工事における同種災害の再発防止のため、下記事項を再徹底する

よう指示します。 

 

記 

 

１．解体工事については、検討会で定めた計画通りに実施し、社内関係スタッフは

難度、危険度に応じて実施状況をフォローすること。 

 

２．解体工事の途中で工法を変える必要が生じた場合は、作業を中断して社内関係

スタッフとともに再検討を実施の上、その手順について周知徹底を図ること。 

 

以 上 

 ※この事務連絡は、令和 4 年 12 月 14 日に安全環境本部発行示達本(安環安)22-07 に基づき作成しました。 



（別紙）
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